	テーマ
	講座№　０９０１４
講座名　「いまを見立てること、育ちを読みとること」　～不登校・ひきこもりを中心に～

	お勧め文
	児童・青年期ケースの見立て・アセスメントは、いくつかの視点から構成されています。従来から重視されてきた視点の一つに、養育環境や乳幼児期体験があります。児童・青年の示す問題の原因や背景を、「育ち」から読み解こうとする視点です。また、多くの機関・職種が関わるような複雑困難ケースでは、過去の出来事よりも、現時点における支援課題と関係機関の役割を明確にするようなアセスメントが優先されることも多く、こうした場合、関係機関とのケース会議を有効に活用する技術が求められます。本講座の目的は、おもに不登校・ひきこもり事例を題材として、アセスメントの力量を高めるために必要な視点と、複雑困難ケースを的確にアセスメントするためのケース会議の技術をお示しすることです。昨年もご好評をいただきましたが、研修効果をさらに高めるために、ワークショップやモデル・ケース会議などを多く取り入れます。実際に治療・支援に携わっている専門職の方々にお勧めしたい講座です。
　　　　　　　　近藤　直司　【山梨県立精神保健福祉センター所長、山梨県中央児童相談所副所長】

	開催日・定員・受講料
	金曜日／定員４５名／受講料１２，０００円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

主な著書

　　　　の順
	第１回　２００９年７月　３日　「いまを見立てる①：アセスメントの基本的枠組み」
担当：近藤直司：山梨県立精神保健福祉センター所長、山梨県中央児童相談所副所長

近藤先生の主な著書

「ひきこもりケースの家族援助－相談・治療・予防－」（編著）金剛出版

「青年のひきこもり」（共著）岩崎学術出版社

第２回　２００９年７月１０日　「いまを見立てる②：アセスメントとケースレポートの方法論」
担当：近藤直司
第３回　２００９年７月１７日　「育ちを読みとる①：子どもの人生という視点」
担当：川畑友二：クリニック川畑院長
川畑先生の主な著書

「治療者のあり方をめぐって」チーム医療

「思春期の患者の面接」（小児科診療）診断と治療

「ライフサイクルの心理療法」創元社
第４回　２００９年７月２４日　「育ちを読みとる②：発達課題とその援助」
担当：川畑友二
第５回　２００９年７月３１日　「有効なケース会議の進め方」
担当：近藤直司
第６回　２００９年８月　７日　「意見交換：いまを見立てること、育ちを読みとること」（2時間）
担当：近藤直司、川畑友二、下山晴彦：東京大学大学院教育学研究科心理学コース教授
下山先生の主な著書

「認知行動療法ケースフォーミュレーション入門」金剛出版

「子どもと若者のための認知行動療法ガイドブック」金剛出版　2008
「臨床心理アセスメント入門」金剛出版　2008


【ご参考：下記は昨年度の受講生アンケートの抜粋です】
・　実践的で現場で使える情報や内容が盛り沢山なため大変参考になった。いまも育ちもどちらも大切なことが実感で
き、先生方の「ここだけはどうしてもはずせない点」を熱をこめて伝えていただいたことに感謝している。

・ 効果的な事例のﾚﾎﾟｰﾄのまとめ方から発表者・質問者･司会の役割まで、実際の様子がみられてたいへん参考になった。

　　・子どもの人生という視点、発達課題とその援助等、具体的な事例で手掛かりとなる内容であった。

　　・下山先生のﾌﾟﾚｾﾞﾝによって、いまと育ちのﾌﾞﾘｯｼﾞがしっかりとかかった気がした。

　・ 最後の意見交換はもっと聞きたい内容ばかりで、時間が足りないと思った。もう少し時間があったら良かった。

　≪ この声を受けて最終日は２時間としております ≫　　等々
